
マリンパークマラソン 一斉に駆け出す選手ら（関連記事14㌻）

特集 広域行政と火葬場整備を考える

潮風とともに
　　　　駆け抜ける

まちの元気応援マガジン　広報おまえざき No.164

12
2017



島田市島田市

焼
津
市

焼
津
市

掛川市掛川市

藤枝市藤枝市

袋井市袋井市

御前崎市御前崎市

牧之原市牧之原市菊川市菊川市

森町森町

吉田町吉田町

旧掛川市

旧御前崎町

旧相良町

旧榛原町

旧大須賀町

旧浜岡町

旧小笠町

旧菊川町

旧大東町

静岡市牧之原消防署（牧）

静岡市吉田消防署（吉）

環境保全センター（牧・御）

謝恩閣（牧・吉）
火葬場

清掃センター（牧・吉）
ゴミ処理場

病院
榛原総合病院（牧・吉）

菊川市立総合病院（菊）

南遠地区聖苑（牧・御）
火葬場

ゴミ処理場

御前崎市消防本部（御）
消防・救急

消防・救急

消防・救急

平
成
28
年
11
月
10
日
、
御
前
崎
市

は
火
葬
場
の
単
独
設
置
、
運
営
を
、

牧
之
原
市
長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

本
市
は
、
な
ぜ
牧
之
原
市
と
の
共
同

運
営
を
解
消
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

本
市
と
牧
之
原
市
は
、
合
併
前
の

浜
岡
町
、
御
前
崎
町
、
相
良
町
の
時

代
か
ら「
消
防
・
救
急
」「
ゴ
ミ
処
理
」

「
火
葬
場
」を
共
同
運
営
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
消
防
署
は
そ
れ
ぞ
れ
の

市
で
設
置
し
、
火
葬
場
も
単
独
運
営

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ

は
、
ゴ
ミ
処
理
も
、
現
在
の
枠
組
み

に
よ
る
運
営
は
困
難
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

広
域
行
政
と
は
何
か

広
域
行
政
と
は
、
自
治
体
の
枠
を

越
え
て
、
複
数
の
市
町
が
事
務
の
効

率
化
と
経
費
の
削
減
を
す
る
た
め
共

同
で
事
務
処
理
を
行
う
こ
と
で
、「
一

部
事
務
組
合
」や「
広
域
連
合
」と
呼

ば
れ
る
も
の
が
こ
れ
に
当
た
り
ま

す
。
ま
た
、
広
域
的
な
取
り
組
み
を

進
め
る
方
法
と
し
て
市
町
村
合
併
も

そ
の
一
つ
で
す
。

従
来
、
比
較
的
規
模
が
小
さ
い
自

治
体
は
、
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た

「
消
防
・
救
急
」「
病
院
」「
ゴ
ミ
処
理
」

「
し
尿
処
理
」「
火
葬
場
」「
学
校
」な
ど

を
共
同
運
営
す
る
こ
と
で
経
費
の
削

減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
共
同
運
営

の
考
え
方
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
を

迎
え
、
税
収
が
減
り
財
源
確
保
が
厳

し
く
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
し
た
自
治
体
運
営
を
し

て
い
く
た
め
の
一
つ
の
方
策
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
余
波

本
市
も
、
近
隣
の
市
町
と
一
部
事

務
組
合
を
構
成
し
、
各
施
設
を
共
同

運
営
し
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
の
合

併
で
誕
生
し
た
本
市
は
、
当
時
、
郡

を
ま
た
い
だ
合
併
で
あ
る
と
と
も
に

静
岡
県
の
中
部
と
西
部
を
ま
た
い
だ

合
併
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り「
消
防
・
救
急
」「
ゴ
ミ
処
理
」「
火

葬
場
」
の
3
業
務
は
、
本
市
と
相
良

町
で
共
同
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
17
年
に
相
良
町
が
榛
原

町
と
合
併
し
、
牧
之
原
市
が
誕
生
す

る
と
、
本
市
と
相
良
町
と
の
共
同
運

営
は
、
本
市
と
牧
之
原
市
と
の
運
営

に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま

で
榛
原
町
と
吉
田
町
が
共
同
運
営
し

て
い
た
３
業
務
は
、
牧
之
原
市
と
吉

田
町
と
の
運
営
に
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
牧
之
原
市
は
、
住
民
の

生
活
に
密
着
し
た
３
業
務
を
、
市
を

２
分
す
る
形
で
運
営
す
る
こ
と
に
な

り
、
榛
原
町
が
所
属
し
て
い
た
組
合

と
、
相
良
町
が
所
属
し
て
い
た
組
合

の
両
方
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、御
前
崎
町
が
合
併
を
機
に
、

榛
原
総
合
病
院
組
合
か
ら
離
脱
し
た

こ
と
は
、
結
果
的
に
牧
之
原
市
と
吉

田
町
に
病
院
運
営
費
の
負
担
増
を
強

い
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

牧
之
原
市
は
、
組
合
運
営
に
よ
る

財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
方
向
性
を
模
索
し
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
相
手
が
あ
る
こ
と
な

照
会　
環
境
課
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広
域
行
政
と
火
葬
場
整
備
を
考
え
る

市
が
火
葬
場
の
単
独
設
置
を
決
断
し
た
経
緯
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島田市島田市

焼
津
市

焼
津
市

掛川市掛川市

藤枝市藤枝市

袋井市袋井市

御前崎市御前崎市

牧之原市牧之原市菊川市菊川市

森町森町

吉田町吉田町

旧掛川市

旧御前崎町

旧相良町

旧榛原町

旧大須賀町

旧浜岡町

旧小笠町

旧菊川町

旧大東町

菊川市消防本部（菊）

掛川市消防本部掛川南消防署（掛）

掛川市消防本部掛川中央消防署（掛）

環境資源ギャラリー（掛・菊）
ゴミ処理場

病院

病院

市立御前崎総合病院（御）
病院

菊川市立総合病院（菊）

中東遠総合医療センター（掛・袋）

東遠地区聖苑（掛・菊）
火葬場

消防・救急

消防・救急

消防・救急

県西部
　中東遠医療圏

県中部
　志太榛原医療圏

施設の種類
施設名（運営市町）
御…御前崎市、牧…牧之原市、
菊…菊川市、吉…吉田町、
掛…掛川市、袋…袋井市

の
で
協
議
は
進
ん
で
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

消
防
救
急
の
広
域
化

平
成
20
年
３
月
、
静
岡
県
は
消
防

力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
消
防
救
急

広
域
化
推
進
計
画
を
策
定
し
、
県
を

東
部
、
中
部
、
西
部
の
３
圏
域
に
分

け
る
と
い
う
案
を
示
し
ま
し
た
。
こ

の
案
で
は
、
当
初
、
牧
之
原
市
は
、

本
市
と
同
じ
西
部
圏
域
に
属
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
計
画
に

沿
っ
て
各
地
で
消
防
広
域
化
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
、
最
終
的
に
牧
之
原
市

は
、
救
急
業
務
と
密
接
な
関
係
に
あ

る「
医
療
圏
域
※
」を
踏
ま
え
、
中
部

圏
域
に
属
す
る
こ
と
を
選
択
し
ま
し

た
。
事
実
上
、
こ
れ
に
よ
り
、
本
市

と
牧
之
原
市
で
運
営
し
て
い
た「
消

防
・
救
急
」
業
務
は
、
共
同
運
営
を

解
消
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

牧
之
原
市
が
本
市
と
の
広
域
施
設

組
合
か
ら
消
防
事
務
を
離
脱
し
た
こ

と
で
、
本
市
も
単
独
で
消
防
本
部
を

持
た
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
。
当
初
か
ら
西
部
圏
域
、
あ
る

い
は
中
東
遠
圏
域
の
消
防
本
部
に
所

属
す
る
予
定
で
い
た
本
市
は
、
消
防

署
を
比
木
地
区
か
ら
池
新
田
地
区
に

移
転
し
ま
し
た
。
牧
之
原
市
も
、
現

在
、
大
沢
地
区
に
消
防
署
を
建
設

し
、
事
務
を
静
岡
市
に
委
託
し
て
い

ま
す
。

火
葬
場
単
独
設
置
を
決
断

本
市
と
牧
之
原
市
が
共
同
運
営
し

て
い
る
火
葬
場「
南
遠
地
区
聖せ
い

苑え
ん
」

は
、
昭
和
56
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
築
35
年
が
経
過
し
、
建
物
や
火

葬
炉
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

牧
之
原
市
に
は
、
榛
原
町
と
吉
田

町
で
共
同
運
営
し
て
き
た
火
葬
場

「
謝し
ゃ
恩お
ん
閣か
く
」が
あ
り
、
市
内
に
２
つ
の

火
葬
場
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
同
年
代
に
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
建

て
替
え
を
検
討
す
る
時
期
が
き
て
い

ま
す
。
平
成
25
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
を
管
理
す
る
組
合
職
員
と
２
市

１
町
の
担
当
職
員
が
、
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
始
め
る
と

同
じ
こ
ろ
、
本
市
議
会
で
も
独
自
の

調
査
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。

調
査
研
究
開
始
か
ら
３
年
が
経
過

し
て
も
、
市
内
に
２
カ
所
の
火
葬
場

を
持
つ
牧
之
原
市
は
、
従
来
の
枠
組

み
の
ま
ま
で
は
建
て
替
え
を
積
極
的

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
11
月
、
本

市
と
し
て
は
、
こ
の
問
題
を
こ
れ
以

上
先
延
ば
し
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
判
断
し
、
新
し
い
火
葬
場
を
単
独

で
設
置
運
営
す
る
こ
と
を
牧
之
原
市

長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
本
市
に
火

葬
場
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
今
ま
で

ど
お
り「
南
遠
地
区
聖
苑
」を
利
用
す

る
こ
と
を
併
せ
て
申
し
入
れ
、
牧
之

原
市
長
の
了
解
を
得
て
い
ま
す
。

牧
之
原
市
と
の
共
同
運
営
が
で
き

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
菊
川
市
や
掛
川

市
と
の
共
同
運
営
を
検
討
す
べ
き
と

の
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、両
市
は
、

平
成
25
年
に
２
市
の
規
模
に
応
じ
た

火
葬
場
を
整
備
し
て
お
り
、
新
た
な

枠
組
み
に
よ
る
共
同
運
営
は
、
困
難

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
本

市
は
、
火
葬
場
を
単
独
で
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

施
設
の
規
模
や
建
設
候
補
地
の
選

定
、管
理
運
営
方
法
な
ど
を
検
討
し
、

火
葬
場
整
備
基
本
構
想
と
し
て
取
り

ま
と
め
る
予
定
で
す
。
基
本
構
想
策

定
後
に
は
、
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
医
療
圏
域
…
病
床
の
整
備
を
図
る

に
当
た
っ
て
認
定
さ
れ
る
地
域
的

単
位
。
静
岡
県
地
域
医
療
再
生
計

画
で
は
、
複
数
の
市
町
村
を
ひ
と

つ
の
単
位
と
す
る「
二
次
医
療
圏
」

の
範
囲
内
で
手
術
や
救
急
な
ど
を

完
結
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
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市
内
の
農
水
産
業
や
商
工
業

の
魅
力
を
発
信
す
る「
第
13
回

御
前
崎
市
大
産
業
ま
つ
り
」
が

11
月
25
、
26
日
の
２
日
間
、
市

役
所
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
市
内

外
か
ら
約
４
万
人
が
来
場
し
ま

し
た
。
会
場
に
は
特
産
品
の
販

売
や
地
元
企
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
テ

ン
ト
が
並
び
、
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
来
場
者
は
お

い
し
い
地
場
産
品
や
華
や
か
な

出
し
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

1友好町である高森町のリンゴは
毎年大盛況2山形弁の歌姫朝倉さ
やさんのライブは立ち見客が出る
人気ぶり3市民ステージでは池新
田高校吹奏楽部をはじめ、大勢の
市民や団体がまつりを盛り上げた
4ピーク時は通路が埋め尽くされ
るほどに混雑した5地域自慢の遠
州夢咲牛に舌鼓を打つ6大河ドラ
マ「おんな城主 直虎」で新野左馬
助公を演じた苅谷俊介さんが御前
崎茶アンバサダーに就任7たくさ
ん詰めるこつを教わり袋いっぱい
のお茶をゲット8商品を眺めるお
客さんへ丁寧に接客

第
13
回
御
前
崎
市

大
産
業
ま
つ
り

１ ２

３

４

５

６

７

８

海GO
! 風 GO! 食べてごう
Oh! My ZAKI
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照会　市民課　☎０５３７�１１１７

コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
を

発
行
で
き
る
便
利
な
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

取
得
手
続
き
の
流
れ

①
申
請

　
申
請
方
法
は
大
き
く
分
け
て

２
通
り
あ
り
ま
す
。

【
郵
送
の
場
合
】

通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て
い
る

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

に
、
顔
写
真
を
貼
っ
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
通
知
カ
ー
ド
に

同
封
さ
れ
た
送
付
用
封
筒
は
、

差
し
出
有
効
期
間
が
平
成
29
年

10
月
４
日
と
記
載
さ
れ
て
い
る

場
合
で
も
、
平
成
31
年
５
月
31

日
ま
で
切
手
を
貼
ら
ず
に
使
用

で
き
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
】

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
証
明
用

写
真
機
で
顔
写
真
を
撮
影
し
、

専
用
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。（
交
付
申
請
書
に

記
載
さ
れ
た
申
請
書
Ｉ
Ｄ
が
必

要
に
な
り
ま
す
）

※
注
意

通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
後

に
引
っ
越
し
や
氏
の
変
更
な
ど

を
し
た
場
合
は
、
そ
の
カ
ー
ド

に
つ
い
て
い
る
交
付
申
請
書
と

申
請
書
Ｉ
Ｄ
は
使
え
ま
せ
ん
。

市
役
所
市
民
課
で
新
し
い
申
請

書
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

②
通
知

カ
ー
ド
を
渡
す
準
備
が
で
き

ま
し
た
ら
、
市
民
課
か
ら
ご
自

宅
に
ハ
ガ
キ（
交
付
通
知
）が
届

き
ま
す
。（
申
請
か
ら
約
１
カ
月

後
が
目
安
）

③
受
け
取
り（
要
予
約
）

ハ
ガ
キ
が
届
い
た
ら
、
事
前

に
電
話
で
受
け
取
り
日
時
を
ご

予
約
の
上
、
左
記
の
持
ち
物
を

持
っ
て
市
民
課
窓
口
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
本
人
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
大
切
な
カ
ー
ド
で

す
の
で
、
ご
本
人
が
来
庁
し
て

く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】

・
通
知
カ
ー
ド

・
ハ
ガ
キ
（
交
付
通
知
）

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
※
顔
写
真
付
き
の

場
合
１
点
、
顔
写
真
無
し
の

場
合
２
点
必
要

・
認
め
印

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お

持
ち
の
人
の
み
）

01 年末の大掃除はお早めに

照会　　　　　　環境課　☎０５３７�１１６２
� 環境保全センター　☎０５４８�００４４

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な

り
、
年
末
の
大
掃
除
に
つ
い
て

考
え
る
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

年
末
は
、
大
掃
除
で
出
た
ゴ
ミ

を
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
に
直
接

搬
入
す
る
人
が
増
え
、
大
変
混

み
合
い
ま
す
。
年
末
年
始
は
、

休
業
日
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め

に
搬
入
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す

る
人
も
、
ゴ
ミ
が
散
乱
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
営
業
日
・
時
間

月
～
金
曜
日
、 
第
２・
４
日

曜
日８

時
30
分
～
12
時
、
13
時
～

16
時
30
分

○
年
末
年
始
の
休
業
日

12
月
29
日
～
１
月
３
日

○�

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ご

み
出
し
マ
ナ
ー
を
再
確
認

・
き
ち
ん
と
分
別
し
、
指
定
の

ご
み
袋
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

・
ご
み
袋
に
地
区
と
名
前
を

し
っ
か
り
書
き
ま
し
ょ
う
。

・
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
８
時
ま

で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

水
銀
製
品
に
ご
注
意
を

水
銀
製
品
は
取
り
扱
い
を
間

違
え
る
と
大
変
危
険
で
す
。
捨

て
方
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
水
銀
は
適
切
な
処
理
を

血
圧
計
や
体
温
計
、乾
電
池
、

蛍
光
灯
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い

る
水
銀
は
、
人
体
に
取
り
込
ま

れ
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
中
毒
症
状

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
水
銀
は

容
易
に
気
化
し
、呼
吸
や
皮
膚
、

食
べ
物
な
ど
を
通
し
て
吸
収
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
大

気
や
自
然
環
境
の
中
に
排
出
し

な
い
よ
う
に
、
適
正
に
処
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
体
温
計
・
血
圧
計
無
料
回
収

市
で
は
、
水
銀
の
体
温
計
や

血
圧
計
を
無
料
で
引
き
取
り
ま

す
。
数
値
を
示
す
帯
が
銀
色
の

体
温
計
な
ど
を
見
つ
け
た
ら
、

市
役
所
環
境
課
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
集
め
ら
れ
た
体
温
計
な

ど
は
、
処
理
工
場
に
運
ば
れ
、

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

※
注
意

　
回
収
対
象
は
、
家
庭
か
ら
出

た
体
温
計
・
温
度
計
・
血
圧
計

の
み
で
す
。
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齊藤光江さんの長寿を祝う
11月８日に100歳の誕生日を迎えた齊藤光江さ
ん（新野南）を11月１日、栁澤市長が訪ね、祝い状
や花束を贈り長寿を祝いました。光江さんは「うれ
しくて胸がはぜそう。皆さんにかわいがられて、本
当に幸せ」と笑顔で話しました。

シアワセな未来つくるために
ＯＭＡＥＺＡＫＩシアワセミライカイギが11月２
日、池新田高校で開かれ、３年生約１４０人が参加
しました。生徒らは市の魅力や魅力の発信の仕方を
テーマに話し合い、「ＳＮＳを使って御前崎の風景
フォトコンテストを開催」などの案をまとめました。

元気いっぱい「のこった！」
高松神社の伝統行事「奉納相撲」を身近に感じても
らおうと、高松幼稚園と高松保育園の年中・年長園
児52人が、11月４日、高松神社境内の土俵で相撲
大会を開催しました。友達や保護者から大きな声援
をもらい、園児らは力いっぱい取組に挑みました。

消防士の仕事を身近に
市民に消防業務の理解や火災予防を促すため、消
防フェスタが11月４日、市消防本部で開催されま
した。各種車両の展示や煙が充満する部屋を移動す
る体験、消火体験などが実施され、来場者は消防士
の仕事の一端を楽しく学びました。

鈴木喜夫さんに県知事表彰
長年の文化活動の実績が認められ、静岡県知事表
彰を受賞した鈴木喜夫さんが11月８日、栁澤市長
に受賞の喜びを報告しました。鈴木さんは「皆さん
の支えがあっての受賞。さまざまな文化が手を取り
合って活動してほしい」と話しました。

清水まささんの長寿を祝う
11月26日に100歳の誕生日を迎えた清水まささ
ん（佐倉二区）を11月22日、栁澤市長が訪ね、祝い
状や花束を贈り長寿を祝いました。まささんは「み
んなと話をすることが日々の楽しみ。楽しい会話が
長生きのこつ」と話しました。
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未来へ羽ばたく姿を
子どもたちが思いを発表

子どもたちが頑張っている姿や取り組みを地域へ
向けて発表する「平成29年度青少年の未来をつむぐ
集い」が11月12日、市民会館で開催され、市内の
小中学生ら約30人が参加しました。「英語話し方能
力研究大会」に出場した栗林沙羅さん（御前崎中３
年）と栗山葵

あ お い

衣さん（浜岡中３年）は、同大会で発表
したスピーチを実演し、発音や抑揚など英語での表
現力を披露しました。

自分の心を見つめ直す
元気な毎日を送るために

より多くの命を守るため

こころ元気研究所所長であり産業カウンセラーも
務める鎌田敏

びん

さんを講師に迎え、こころの講演会が
11月11日、研修センターで開かれ、市内外から約
80人が参加しました。「元気なこころで、元気な毎
日、こころの健康にとって大切なこと」をテーマに
鎌田さんは「心のバランスを保つには、体のバラン
スを保つことが大切。外に出掛け、足をよく動かし
ましょう」と呼び掛けました。

体を楽しく動かし健康に
秋晴れの空の下で

「エンジョイスポーツ御前崎」が11月19日、浜岡
総合運動場で開催され、市内外から約１８０人が参
加しました。立ち幅跳びや上体起こしなどの体力測
定会や飯塚翔太さんによるランニング教室、ラグ
ビー体験教室などが開かれ、参加者はさまざまなス
ポーツを楽しみました。ランニング教室では、年代
に合わせた指導で小中学生どちらも楽しみながら走
りを磨きました。

避難所の在り方を学ぶ
一般財団法人ダイバーシティ研究所の田村太郎代
表理事を講師に迎え、防災講演会が11月17日、市
民会館で開かれ市民約２００人が参加しました。「市
民協働による広域避難所の開設・運営について」を
テーマに田村さんは、災害そのものでなく、被災後
の避難生活で命を落とす人の増加やその背景を説明
し、若者が減る中で避難所の運営の仕方をどう変化
させていくかが肝心だと語りました。
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美しい自然を守り続けようと、みどりの少年団の自
然学習と清掃活動が白砂公園で実施され、第一小学校
の４～６年生と保護者ら約３５０人が参加しました。
児童らは、砂防林の役割やそれを守る同団の活動につ
いて学んだ後、公園内や砂丘に落ちているゴミを手分
けして拾い集めました。

自分たちの手で自然を守る

◀ポイ捨てされた大量のペットボトルを拾う

11/11

新野左馬助公展示館の来館者が１万人を達成しまし
た。１万人目の来館者は、掛川市の西山口地区まちづ
くり協議会のメンバー36人で、栁澤市長と新野左馬
助公顕彰会の西島昌和会長より、同協議会会長の大村
哲久さんら３人へ記念品が手渡されました。大村さん
は「予期せぬことでとてもラッキーだ」と喜びました。

左馬助公展示館１万人達成

◀１万人目の来館者となった大村さんら（右３人）

11/26

ＪＡ遠州夢咲などが主催する第25回ゆめさき畜産
まつりが浜岡福祉会館で開かれ、市内外から約１万人
が来場しました。畜産への理解を深めてもらおうと、
夢咲牛などの試食や堆肥の無料配布、親子バター作り
教室、牛やヤギの展示などが実施され、来場者は味覚
や動物とのふれあいを楽しみました。

ふれあいで感じる貴重な命

◀大きな牛に恐る恐る触れる

11/11

ＪＡ遠州夢咲青年部浜岡支部による餅つき体験が、
高松保育園で開かれ園児53人が参加しました。園児
らは、同青年部員らと一緒に「そーれ」という掛け声に
合わせてお餅をつきました。みかんやよもぎを使って
彩ったつきたての餅をみんなで頬張り、「おいし～」「見
て見て、すごいのびるよ」と歓声を上げていました。

みんなで楽しくぺったんこ

◀大人に手伝ってもらい重いきねで餅をつく

11/14
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

市建設業組合に加入する建設業者18社が、市内の
全小中学校で、フェンスの塗装や側溝の清掃、生け垣
の伐採作業などのボランティア活動を実施しました。
この活動は毎年実施されており、参加者は、子どもた
ちが安全で快適な学校生活を送れるようにとの思いを
込め、丁寧に作業していました。

地域の子どもたちのために

◀フェンスをきれいに塗り直す組合員

11/24

第13回御前崎市文化祭が10月27日から11月18日
まで、市民会館や図書館アスパルなど市内各所で開催
され、芸能発表や作品展示、囲碁や将棋の大会など、
さまざまな催しが実施されました。市民が積み重ねて
きた練習の成果や心のこもった作品などが披露され、
見学者は文化の秋を満喫していました。

市民の芸で文化の秋楽しむ

◀書道や手芸の作品を１つ１つじっくり眺める

11/ ４

被災時に環境や食事でアレルギー症状が悪化する危
険性を知ってもらおうと「おまえざきアレルギーっ子
の会」の交流会が浜岡福祉会館で開かれました。アレ
ルギーを持つ子どもがいる保護者など25人が参加し、
ポリ袋での個別調理を実習し、災害時に食物アレル
ギーの危険性を減らす対策などを学びました。

アレルギーから子ども守る

◀アレルギーの原因食材を抜いた個別調理に挑戦

11/11

第３回アスパル手づくり絵本コンクールの表彰式が
図書館アスパルで開かれました。県内外からの応募作
品66点のうち９点が入賞作品に選ばれました。審査
員の吉住幸子さんは「どの作品も話がよく練られてい
た。しかけ絵本やパソコンで作成した絵本などいろい
ろあって驚いた」と総評しました。

思いこもった手づくり絵本

◀それぞれの個性が光る作品を手にする受賞者ら

11/12
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No.23

照　会　社会教育課　☎０５３７�８７３５
　　　　　　「おんな城主 直虎」
応援プロジェクト
大河ドラマ

新野左馬助親矩
特別編

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）ま
で

に
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
５
号

機
ま
で
増
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
約
３
８
０
０
人（
う
ち
、

市
内
在
住
者
は
約
１
５
０
０
人
）

が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
発
電
所
立
地
に
よ
る

税
収
の
増
加
や
電
源
三
法
交
付
金

（
※
）な
ど
を
活
用
し
、
積
極
的
に

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
交
付
金
は
、
市
民
会
館
や
市

立
図
書
館
ア
ス
パ
ル
な
ど
の
文
化

施
設
の
ほ
か
、
教
育
施
設
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
医
療
施
設
、
道
水

路
の
整
備
な
ど
、
多
く
の
公
共
施

設
整
備
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
発
電
所
は
、１・２
号
機

は
廃
止
措
置
作
業
が
進
め
ら
れ
、

３・４・５
号
機
は
運
転
を
停
止
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、３・４
号
機
は

津
波
・
地
震
・
重
大
事
故
な
ど
へ

の
対
策
と
し
て
、
安
全
性
向
上
対

策
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
設
申
し
入
れ
か
ら
50
年
、
こ

れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
原
子
力

発
電
を
含
む
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
１
９
７
４
年（
昭
和
49
年
）に
制

定
さ
れ
た「
電
源
開
発
促
進
税

法
」「
特
別
会
計
に
関
す
る
法

律
」「
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整

備
法
」
の
３
つ
の
法
律
を
基
に

し
た
、
地
域
振
興
や
福
祉
向
上

を
目
的
と
す
る
交
付
金
。

新野地区４つの山城
～武田軍の後方支援基地か～

◀釜原城整備の様子

▲八幡平整備の様子

▲舟ヶ谷の城山ハイキングの様子

新野地区には４つの山城が確認されている。新野
左馬助公について長年にわたり研究した故鈴木東洋
氏は、その山城にそれぞれ「八幡平の城」「舟ヶ谷の
城山」「天ヶ谷の城平」「釜原城」と名付けた。どの城
跡も保存状態は良く、最近では、新野左馬助公顕彰
会や新野未来塾によってハイキングコースとして整
備され、手軽に散策できるようになっている。
さて、この４城は、古文書などの記録に残ってい
ないため、城の歴史は不明だが、舟ヶ谷の城山は、
新野左馬助公の居城という伝承が残っている。また、
現在残っている遺

い
構
こう
の特徴（例えば二重の堀切をは

じめとする堀切の多用や横堀など）や高天神城との
地理的な位置関係などから、この４城は武田軍が築
城、または改修したものであり、天正２年（1574年）
以降の武田対徳川による高天神城の攻防戦におい
て、武田軍の戦略上重要な策源地（後方支援基地）と
して使用された、という説が有力視されている。（静
岡古城研究会水野茂会長からのご教示）

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の

　
建
設
申
し
入
れ
か
ら
50
年

　
　
　
　
ー
当
時
を
振
り
返
っ
て
ー

�

〈下
〉▲原子力館に展示されている「50年のあゆみ」
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文芸
おまえざき

俳句　おまえざき俳句会

照　会　市立図書館アスパル　☎０５３７�８１８１

岡村志満子／くもん出版

ほ
っ
と
す
る
花
の
写
真
へ
入
り
込
む�

中
嶋
み
ど
り

笑
顔
の
時
間　

赤
ち
ゃ
ん
パ
ン
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●一般
○夫の後始末（著者／曽野綾子）
○かんたんかわいいベビーのニット（著者／河合真弓）
○コクヨのシンプル整理術（著者／コクヨ株式会社）
○なんでも小鍋 毎日おいしい10分レシピ（著者／小田真規子）
○神話と天皇（著者／大山誠一）
○ウイルス大感染時代（著者／ＮＨＫスペシャル取材班、緑慎也）
○図解知識ゼロからの現代漁業入門（監修／濱田武士）
○ユニクロ潜入一年（著者／横田増生）
○僕はロボットごしの君に恋をする（著者／山田悠介）

●子ども
○じてんしゃにのれたよ（監修／スタジオタッククリエイ
ティブ）
○教科で学ぶパンダ学（著／稲葉茂勝 監修／小宮輝之）
○じょやのかね（作／とうごうなりさ）
○くらしと教育のねだん（著／藤田千枝 編／菅原由美子）
○いそげ！きゅうきゅうしゃ（作／竹下文子 絵／鈴木まもる）
○りんごとけんだま（作／鈴木康広）
○いやし犬まるこ お年寄りによりそう犬の物語（著／輔老心）
○妖精のスープ（作／髙森美由紀 絵／井田千秋）
○ぼくのおおきさ（作／殿内真帆）

誰も語らなかったジブリを語ろう
　「風の谷のナウシカ」から「思
い出のマーニー」まで、スタジ
オジブリの劇場公開作21本を
異才監督・押井守が語り尽く
す、痛快＆ディープなインタ
ビュー。「これまでのジブリ、こ
れからのアニメーション」にも
言及する。

押井守／徳間書店

メリーメリークリスマス！
　クリスマスのじゅんびができ
ていないなら、ぼくらにおまか
せ！「クリスマスおたすけたい」
にへんしんした４にんのこども
たちはみんなのおてつだいをし
て…。たのしいクリスマスのえ
ほん。
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ささき　けん（中町・18）
小笠高校３年。投手。右投げ右打ち。
189㎝の長身から投げ下ろすストレー
トが武器。

広
島
東
洋
カ
ー
プ
へ
入
団

10
月
26
日
に
開
か
れ
た
プ
ロ
野

球
ド
ラ
フ
ト
会
議
、
育
成
ド
ラ
フ

ト
3
巡
目
。「
広
島
東
洋 

佐
々
木

健 

投
手 

小
笠
高
校
」
と
読
み
上

げ
ら
れ
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
に

佐
々
木
さ
ん
が
指
名
さ
れ
た
。
育

成
ド
ラ
フ
ト
と
は
、
ま
だ
プ
ロ
選

手
の
力
は
無
い
が
、
将
来
性
豊
か

で
素
質
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
た
選

手
と
契
約
す
る
も
の
。
ま
ず
は
２

軍
の
試
合
な
ど
で
経
験
を
積
み
、

１
軍
の
公
式
戦
に
出
場
可
能
な

「
支
配
下
登
録
」を
目
指
す
。

佐
々
木
さ
ん
は「
指
名
さ
れ
た

ば
か
り
は
全
然
実
感
が
な
く
、１

週
間
く
ら
い
し
て
実
感
が
湧
い

た
。い
よ
い
よ
プ
ロ
だ
と
思
う
と
、

練
習
に
も
さ
ら
に
身
が
入
る
。
こ

れ
か
ら
は
、１
日
で
も
早
い
支
配

下
登
録
を
目
指
し
、
い
ず
れ
は
１

軍
入
り
も
果
た
し
た
い
」と
話
す
。

努
力
し
続
け
た
３
年
間

７
月
の
全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
静
岡
大
会
を
終
え
、
引
退
と

な
っ
た
現
在
で
も
、
佐
々
木
さ
ん

は
野
球
部
の
練
習
に
必
ず
参
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
欠
か
し
て
い
な

い
の
が
、
下
半
身
強
化
に
重
要
な

走
り
込
み
。
投
手
で
あ
る
佐
々
木

さ
ん
は
高
校
入
学
を
機
に
、
自
己

の
課
題
で
あ
っ
た
制
球
力
の
克
服

を
目
指
し
、
要
と
な
る
下
半
身
を

鍛
え
て
き
た
。「
制
球
力
、
球
速

共
に
１
年
の
頃
と
は
比
べ
ら
れ

な
い
球
が
投
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
の
球
速
は
ベ
ス
ト
で

１
４
３
キ
ロ
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プ
ロ
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も
通
用
す

る
よ
う
に
さ
ら
に
速
く
し
た
い
。

目
標
は
１
５
０
キ
ロ
」
と
力
強
く

語
っ
た
。

仲
間
と
と
も
に
成
長

高
校
入
学
以
来
、
苦
楽
を
共
に

し
た
仲
間
と
挑
ん
だ
夏
の
大
会
。

初
戦
を
勝
利
し
た
時
は
喜
び
も
ひ

と
し
お
だ
っ
た
。「
野
球
は
一
人

じ
ゃ
で
き
な
い
。
必
ず
仲
間
が
い

て
、
う
れ
し
さ
や
悔
し
さ
を
分
か

ち
合
え
る
。
思
い
を
み
ん
な
で
共

有
し
、
一
緒
に
成
長
し
て
い
け
る

と
こ
ろ
が
野
球
の
面
白
さ
」
と
笑

顔
を
見
せ
た
。
夏
の
大
会
で
は
、

３
回
戦
負
け
で
悔
し
い
思
い
を
し

た
。
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
佐
々

木
さ
ん
は
、
よ
り
集
中
し
て
練
習

に
取
り
組
む
。「
プ
ロ
に
な
れ
ば
今

ま
で
以
上
に
大
変
な
こ
と
も
多
く

な
る
と
思
う
。そ
れ
を
乗
り
越
え
、

み
ん
な
に
応
援
し
て
も
ら
え
る
選

手
に
な
り
た
い
」と
意
気
込
む
。

佐
々
木
さ
ん
が
さ
ら
な
る
成
長

を
遂
げ
、１
軍
の
試
合
で
活
躍
す

る
姿
を
見
る
の
が
楽
し
み
だ
。

佐
さ

々
さ

木
き

 健
け ん

 さん

夢かなえ新たな目標へ歩き出す
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　平成29年度市表彰式・感謝状伝達式が11月17日に執り
行われ、多年にわたり市の振興発展に寄与し、他の模範と
なる皆さまに市長表彰、感謝状が贈られました。

※氏名の敬称は、省略させていただきました。

市長表彰
教育文化功労（教育、学術技芸の振興、文化の向上に尽力）

ウミガメ保護監視員 髙田　正義
保健体育功労（保健体育の業務に精励）

元御前崎市スポーツ推進委員 沖　　光好
保健体育功労（体育分野において優秀な成績を収めた）

髙塚　彩夏
第16回全日本少年少女空手道大会
小学校３年生 形の部優勝

脇　　宏光第１回都道府県対抗弓道大会優勝

渡邊　圭
第52回全日本サーフィン選手権大会
シニアクラス優勝

感謝状

ウミガメ保護監視員 良知　正美
元御前崎市教育委員
元御前崎市牧之原市学校組合教育委員 田代　富美子

各種委員を十年以上務められた皆さま

◀左から　脇 宏光、渡邊 圭、髙塚 彩夏
　　　　　沖 光好、良知 正美、田代 富美子
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人　口 33,230（±０）
男　 16,864（－１）
女　 16,366 （+１）
世帯数 12,085（+16）

（平成29年11月末日現在の速報値）

　第７回御前崎マリンパーク
マラソンが11月５日、マリ
ンパーク御前崎とその周辺道
路で開催され、市内外から約
５００人が参加しました。地
域や世代間の交流を深めると
ともに健康増進を図ることを
目的に開催されており、１㌔
から10㌔の各コースを元気
に駆け抜けました。

　２日間にわたる大産業まつ
り、素晴らしい盛り上がりで
したね！
　あちこちのテントから漂う
香りに食欲をそそられ、私も
クエ鍋やつゆひかりまんじゅ
うなど御前崎ならではの味を
堪能しました。うま味の濃い
クエ鍋もお茶の香りが口の中
いっぱいに広がるまんじゅう
も、とてもおいしかったで
す！広報に使えたらと写真も
撮りましたが、なかなかおい
しそうに撮れず…。人とモノ、
どちらも上手に撮れるように
精進せねば！� Ｃ

子どもに関わる人へ�
子育てハッピー講演会
日　時　１月27日㈯14時～15時
40分（受付：13時30分～）
場　所　浜岡福祉会館
演　題　子ども達とのより良い関
わりのために
※講演会終了後、大人の豆まき会
をしますので、袋をご持参くだ
さい。
講　師　栗林均

ひとし
氏（社会福祉法人

「一羊会」理事長）
入場料　無料※予約制。託児要相談。
申し込み・照会　浜岡中央児童館
　☎０５３７�８０６６

募　集 
invite information

市民農園で野菜作りを
気軽に楽しもう
　市民農園では、平成30年度の
参加者を募集しています。市民農
園は、道具や肥料、種の用意がい
らず、講師が種まきから収穫まで
サポートしてくれる農業体験区画
と、自由に栽培ができる市民農園
区画があります。自分で作った新
鮮な野菜を収穫する喜びを味わっ
てみませんか。
場　所　道の駅風のマルシェ御前
崎西側
募集締切　３月２日㈮
応募方法　御前崎市市民農園使用
申請書（農林水産課または市ホ
ームページで入手可能）を提出
申し込み・照会　農林水産課
　☎０５３７�１１２５

フードドライブに�
ご協力ください
　リストラや病気などで働く場所
を失い、食料が購入できなくなっ

てしまった家庭のために食料の寄
贈を募ります。
回収期間　１月５日㈮～31日㈬
場　所　福祉課、社会福祉協議会、
浜岡福祉会館
希望食品　缶詰や瓶詰などの保存
食品、レトルト食品、インスタ
ント食品、調味料、食用油、お
米、飲料、ふりかけ、お茶漬け、
のりなどの常温保存が利くもの
食料の条件　賞味期限が２カ月以
上あることが明記されている、
未開封、破損で中身がでていな
いもの、お米は常識の範囲で古
くないもの
照　会　福祉課
　☎０５３７�１１２１
　社会福祉協議会
　☎０５４８�５２９４
　浜岡福祉会館
　☎０５３７�８０６６

障害者計画などへの�
意見を募集します
　掛川市・菊川市・御前崎市の3
市では、障害者基本法や障害者総
合支援法に基づき、「第２次東遠地
域広域障害者計画」「第５期東遠地
域広域障害福祉計画」「第１期東遠
地域広域障害児福祉計画」を策定
しています。誰もが安心して暮ら
すことができる地域づくりのた
め、意見を募集します。
募集期間　12月26日㈫～１月25
日㈭
対　象　①市内に居住、通勤、通
学している人②市内に事務所や
事業所を有する人③その他本計
画の利害関係者
提出方法　福祉課へ持参または郵
送、ＦＡＸ、Ｅメール
素案閲覧場所　市ホームページ、
福祉課と御前崎支所の窓口
照　会　福祉課
　☎０５３７�１１２１
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お知らせ 
information

家屋を取り壊したら�
連絡してください
　平成30年度の適切な課税のた
め、平成29年中に家屋を取り壊
した場合はご連絡ください。すで
に連絡済みの人は不要です。
照　会　税務課
　☎０５３７�１１１４

新成人の門出を祝う�
成人式１月７日開催
　案内状は平成９年４月２日～平
成10年４月１日生まれの人で、浜
岡・御前崎中学校の卒業生と御前
崎市に住民票がある人（平成29年
11月１日時点）に送付しています。
※案内状が届いていない場合はご
連絡ください。
日　時　１月７日㈰10時～
� （受付：９時～）
場　所　市民会館
照　会　社会教育課
　☎０５３７�８７３５

25～38歳の皆さん、�
健診受けていますか
　生活習慣病が若い世代の人に増
えてきています。市では、25～38
歳の健康診断の機会がない人を対
象に「はつらつ健診」を実施してい
ます。この機会にぜひ受診してみ
ませんか。
健診期間　１月16日㈫～２月16
日㈮のうち火～金曜日（受付：
８時30分～）
場　所　市立御前崎総合病院
検査内容　問診・身体計測・血圧・
血液検査・尿検査
対　象　25歳～38歳（平成29年
４月１日現在）

費　用　１５００円
申込締切　１月31日㈬（定員にな
り次第締め切り）
申し込み・照会　健康づくり課
　☎０５３７�１１２３

物忘れでお困りの人�
ご相談ください
　最近物忘れがひどくなったと感
じることはありませんか？認知症
は早期発見・早期治療が大切です。
相談場所にお悩みの人は、「物忘れ
相談」をご利用ください。
日　時　１月20日㈯14時～16時
（1人30分程度）
場　所　市役所西館１階相談室
内　容　医師による物忘れ相談や
介護方法についての相談など
対　象　物忘れが気になる人、ま
たはその家族
相談料　無料※予約制
持ち物　服薬している人は、お薬
手帳または薬をお持ちください

申し込み・照会　高齢者支援課　
地域包括支援センター
　☎０５３７�１１６７

「骨粗しょう症検診」�
追加日程のお知らせ
　骨粗しょう症は自覚症状がない
ため、定期的に検査を受けて骨量
を確認することが大切です。まだ
検診を受けていない人を対象に、
追加の検診日程を設けました。こ
の機会にぜひ受診してみませんか。
検診期間　１月16日㈫～２月28
日㈬
場　所　市立御前崎総合病院
検査内容　問診・Ｘ線による骨塩
量測定
対　 象　40、45、50、55、60、65、
70歳（平成29年４月１日現在）
で、本年度、骨粗しょう症検診
未受診の女性

費　用　５００円
申込締切　２月21日㈬
申し込み・照会　健康づくり課
　☎０５３７�１１２３

「婦人科がん検診」�
追加日程のお知らせ
　本年度の婦人科検診はお済みで
すか？まだ検診を受けていない人
を対象に、追加の検診日程を設け
ました。この機会にぜひ受診して
みませんか。
検診期間　11月21日㈫～１月31
日㈬
場　所　市立御前崎総合病院
対　象　40歳以上の偶数年齢（平
成29年４月１日現在）で、本年
度、婦人科がん検診未受診の人
費　用　乳がん　１５００円
　　　　子宮頸

けい
がん　１０００円

申込締切　１月12日㈮（定員にな
り次第締切）
申し込み・照会　健康づくり課
　☎０５３７�１１２３

商工業振興に利子補給
制度を活用しよう
　金融機関から借入期間２年以上
の融資を受けて設備投資した商工
業者へ、利子補給を実施します。
対　象　市商工会員
対象設備　平成28年12月1日～
平成29年11月30日までに実行
した融資、30万円以上の設備、
設備近代化資金・設備貸与制度
の対象設備と店舗（土地など、
対象外のもの有り）
対象限度額　５０００万円以内
利子補給期間　５年以内
受付期間　１月４日㈭～17日㈬
照　会　商工観光課
　☎０５３７�１１３５
　商工会
　☎０５３７�２１４６
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白身魚�� �４切れ
シメジ�� �１パック
ニンジン�� �１/２本
サヤインゲン�� �８本
バター�� �20㌘
しょうゆ�� �適量
レモン汁�� �適量

材料（４人分）

▶１人分=145kcal

1シメジは、いしづきをとり半分に
切る。ニンジンは短冊切り、サヤイ
ンゲンは筋を取る。
2アルミホイルに魚、野菜を並べ、バ
ターをのせ、空気を抜いて包む。
3フライパンに2をのせ、１㎝程度
水を張り、火にかける。
4水が無くなったらすぐに火を止め
取り出す。お好みでしょうゆとレ
モン汁を掛ける。

魚と野菜の包み
焼き

12

中
なか

岡
おか

竜
りゅう

太
た

くん２歳
（広沢区）

松
まつ

下
した

凌
り く

久くん２歳
（上岬区）

鈴
すず

木
き

咲
さ な

華ちゃん３歳
（本町）

出
で

野
の

暖
は る ま

真くん３歳
（白羽区）

植
うえ

田
た

えまちゃん１歳
（中町）

鈴
すず

木
き

彩
い ろ は

琶ちゃん１歳
（白羽区）

清
し み ず

水杜
と い

泉ちゃん２歳
（東町）

かわいい笑顔を募集します。

対象：２月生まれ
の １ 歳 ～ 

３歳児で、本コーナーへ掲載

されたことのない子

申込期間：１月９日㈫、10日

㈬の２日間、８時15
分～17時

（最大８枠。先着順
）

◆申込先：市役所総務
課

� �☎０５３７�１１３
２

普段の食事に

“野菜プラス 1
皿”

このコーナーはケーブルテレビでも放送されます。

鈴
すず

木
き

悠
ゆう

生
せい

くん３歳
（比木原）
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